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発行：令和５年７月１４日 

令和５年度  第１回 学校関係者評価委員会  議事録 

開催日時 令和５年７月１３日（木）17 時 00 分～ 19 時 00 分 

開催場所 東京工科自動車大学校世田谷校３０１教室 

参加委員 

（★委員長） 

★唐鎌 星也・佐藤 学・田澤 勝・三羽 和彦・猪股 健一・長岡 正人・ 

小野 宗憲 

 欠席者, なし 

参加事務局 佐藤 康夫・武井 和則・麻野 利治 

会議録 

 

【次 第】 

日 時 令和 5 年 7 月 13 日（木）17:00～19:00 

会 場 東京工科自動車大学校世田谷校 301 教室 

 

1. 開会・校長挨拶 

  東京工科自動車大学校世田谷校 校長 佐藤 康夫 

  

2. 委員会成立の確認・資料確認・委員紹介（事務局） 

 

3. 議長・書記の選出（事務局案） 

 

4. 議事（議長） 

 

議案１ 前回議事録確認について 

議案２ 令和 4年度 自己点検評価について 

議案３ 令和 4年 事業計画 実績報告 

  Ⅰ．就職 

  Ⅱ．募集 

  Ⅲ. 国家資格 

  Ⅳ．履修について（進級・卒業・退学） 

  Ⅴ．教職員 FD 

５．報告 令和 5年度事業計画と取り組み内容 

     Ⅰ. 事業計画 

     Ⅱ. 募集 

     Ⅲ. 就職 

     Ⅳ. その他 

６． 事務連絡（事務局） 

  ・報告事項 ①無償化 ②情報公開 ③スケジュール 

  ・次回日程の確認（11月 17日（金）実施予定） 

７． 意見交換 

８． 閉会 

＜配布資料＞ 

・議事次第 【資料Ａ】 

・令和 4年度 第２回学校関係者評価委員会議事録 【資料Ｂ】 

・令和 4年度自己評価点検報告書 【資料Ⅽ】 

・令和 5年度 第一回学校関係者評価委員説明資料【資料Ⅾ】 
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1. 開会・校長挨拶（世田谷校：校長） 

  校長挨拶のほか改めて、新任委員・継続委員に対して学校関係者評価委員会   

  についての説明がされた。 

 

2. 委員会成立の確認（事務局） 

  会則第 5 条に基づき、出席者が委員総数の過半の出席を満たしているため 

成立していることを確認した。 

  また、全委員の紹介がされた。 

 

3. 議長選出 

   事務局より委員の卒業生、唐鎌氏を議長に推薦、書記は事務局が代行する

ことで、承認され、以後進行は議長による。 

 

4. 議事（議長） 

  議案１ 前回議事録の確認についての質問等（事務局） 
 

事務局より【資料 B】について説明と確認がされた。 

委員からの質問事項は無く、議案 1 について審議がなされ承認さ

れた。 

     

議案２ 令和 4 年度 自己点検評価について（事務局） 
 

    令和 4 年度自己点検評価について、評価は令和 3 年度より少し下

がっているが、1 級国家試験の合格率についての評価が下がってい

る旨の説明がされた。 

 

    議案２についても承認された。 

 

議案３ 令和 4 年度 事業計画 実績報告（事務局・校長） 

   

Ⅰ.就職 

 

就職内定目標については、学校独自の目標を掲げており 8 月末 

100％としている事についての説明、1 級自動車エンジニア科の 

メーカー就職率目標についての説明がされた。 

令和 4 年度の実績報告としては、残念ながら 8 月末目標は達成出 

来ていないが、9 月末 100％となっている。 

1 級のメーカー系就職については、75％の目標に対して 77.8％で 

目標を達成しているとの報告がされた。 

      

Ⅱ.募集 

 

令和 4 年度入学者については今年の入学生の報告になっておりま 

す。昨年度と比べ若干減少しているが、今年の入学まではかなりコ 

ロナの影響が出ていた。特に留学生の入国ができない影響が大き 

かった中での募集実績であるとの報告がされた。 

 

 

Ⅲ.国家資格 

 

前年度の実績は 1級については良くなかった。今年度の 2級に 

ついては、2級整備士として 100％の結果を出している。 
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1級についいては、筆記試験 94.4％、口述については 100％と 

なっており、前年度の自己点検評価についての資格取得について 

は、合格率は上がったことが報告された。 

 

Ⅳ.履修について 

 

令和 4年度の進級・卒業・退学率を示す表を提示があり、特に退学 

率については過去 8％であったが令和 2年度には 6.5％、令和 3年 

度には 6.0％、令和 4年度については 4.7％となり、目標の 5.0％ 

以内の目標を達成できている。教員のしっかりとした学生指導、保 

護者との連携が取れていた結果であるとの報告がされた。 

 

Ⅴ.教職員 FD 

 

コロナの影響で外部の研修が縮小していたが、令和 3年度より外 

部の研修が増え、新技術・学生指導などの教職員スキルを上げる研 

修に参加することが出来たとの報告がされた。 

 

    議案３についても承認された。 

 

５．報告 令和 5 年度事業計画と取り組み内容（事務局） 

 

Ⅰ.数値目標 

目標数値目標について、3校共通目標と今年度変更があった数値 

目標が報告された。 

 

Ⅱ.募集 

 1級自動車エンジニア科は 36名、自動車整備科は 26名、メルセ 

デス・ベンツコースは 21名、自動車整備科夜間は 19名の最低の 

目標を掲げている。この目標は 4月 13日時点ですが、目標数値を 

見直している。留学生の入国率が上がっており以前多くの留学生 

の入学があった時の入学の数にしていかないといけない。留学生 

の入学数は 4月目標の 1.7倍に軌道修正予定であるとの報告がさ 

れた。 

 

Ⅲ.就職 

 就職目標については、例年同様 8月末 100％になっている。 

 6月末時点での報告なっており、8月末 100％達成に向けて活動 

を行っているとの報告がされた。 

 

      Ⅳ．その他 

       ・高等教育無償化 

高等教育無償化の原資について説明がされ、更新については、更 

新資料の提出も既に完了しており、7月 1日にホームページに公

開している。 

対象の学生は昨年度入学生については 1 割程度の申請、今年度

については現在 24名の申請がある。との報告がされた。 

高等教育無償化の公開情報内容については、次年度入学生向け

に作成し、履修表などの資料は 2024年度のものを提出し公開さ

れるとの説明もされた。 
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・職業実践専門課程 

職業実践専門課程については、情報公開が 7月 31日となってお

り、現在更新準備を進めている事を報告した。 

  

・主な年間スケジュール 

令和 5年度小山学園教育日程（実施済み及び予定）が報告され 

た。 

 

６．事務連絡 

次回、令和５年度 第２回学校関係者評価委員会は、令和５年１１月１７

日（金）実施との連絡が行われた。 

 

７．意見交換 

 

    募集結果について、留学生のコロナの影響もあるが日本人学生の減少に対 

する対策は？（委員） 

 

大学入学における背景は、考えなしに進学するケースが増えている。 

高校の先生も大学卒業し先生となっているため、社会経験が無く大学進学 

を進めている。高校生の進路（将来の就職）に対する情報提供の場として、 

高専連携は大きな役割を果たしている。 

マンパワーも必要であり大変ではあるが関係企業にも協力頂き実施してい 

る。専門学校単独での実施には限界があるので、国からのバックアップを期 

待している。（事務局・校長） 

 

募集については、自動車産業としても盛り上げていきたい。質を高めるとい 

う意味でも、地域・企業を交えてやっていきたい。（委員） 

 

本日参加して、学校の運営に関して安心しました。 他の専門学校も含めて 

営業所に入学案内配置のコーナーを設置することを現在検討しているの 

で、是非安定した募集に協力したい。（委員） 

 

専門学校は、手に職を持ちたいと思い入学し卒業、資格取得となり入社する 

が、入社すると社会人（サラリーマン）となる。そのギャップで退職してし 

まう新入社員がいる。学生のうちにその辺りの教育も出来ればやって頂き 

たい。（委員） 

 

この地域には、文系の学校が多く工業系の学校は無いと思う。地域として 

は、学生さんがボランティア等を実施していることを、外部に出来る限り発 

信していきたい。（委員） 

 

大学卒業生は、就職後 2～3 年で転職している、そして 2～3 社転職すると 

落ち着くケースが多い様だ。やめる理由は人間関係が多いそうだ。（委員） 

 

意見交換では、様々な意見や提案がされた。 

 

 

閉会 

  令和 5 年度第１回学校関係者評価委員会が閉会された。 

 

 

以上 
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委員会風景 

 

 


